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華
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平
安
時
代
、国
府
エ
リ
ア
は
加
賀
国
の
中
心
地
だ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

加
賀
国
誕
生
に
始
ま
る
古
代
ロ
マ
ン
。平
安
絵
巻
に
彩
ら
れ
た
世
界
を
、

さ
ぁ
皆
さ
ん
で
体
感
し
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
☎
47
・
5
7
1
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特　集特　集

発
見
が
続
く
国
府
関
連
の
調
査

　
国
府
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
古
府
台
地
は
、

古
く
か
ら
の
農
地
開
拓
で
地
形
が
変
わ
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、国
の
総
社「
府
南
社
」

跡
と
さ
れ
る
石
部
神
社
境
内
は
昔
の
地
形

が
残
っ
て
お
り
、発
掘
調
査
で
平
安
時
代
末

期
の
特
殊
な
礫
敷
遺
構（
写
真
①
）な
ど
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、台
地
の
南
に
隣

接
す
る
古
府
シ
マ
遺
跡
の
調
査
で
は
、同
時

代
の
銅
製
分
銅（
写
真
②
）の
ほ
か
、多
数
の

土
器
や
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
、大
き
な
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

加
賀
国
府
の
歴
史
を
も
っ
と
体
感
で
き
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
学
び
の
施
設
が
順
次
完
成
！

今
年
は
加
賀
立
国
１
２
０
０
年

　
平
安
時
代
前
期
の
西
暦
８
２
３
年
、越
前

国
か
ら
加
賀
郡
と
江
沼
郡
が
独
立
し
、古
代

加
賀
国
が
誕
生
し
ま
す
。律
令
時
代
最
後
に

誕
生
し
た
国
で
、令
和
５
年
に
は
国
の
誕
生

か
ら
１
２
０
０
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

加
賀
国
の
中
心
地「
国
府
」は

　
小
松
の
国
府
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
！

　
加
賀
国
の
国
府
は「
能
美
郡
」に
置
か
れ

た
こ
と
、国
庁
の
近
く
に
涌
泉
寺
が
あ
っ
た

こ
と
が
文
献
に
記
さ
れ
て
お
り
、旧
国
府
村

の
あ
っ
た
古
府
台
地
に
加
賀
国
府
が
置
か

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
台
地
周
辺
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
平

安
時
代
の
土
器
と
と
も
に
、加
賀
国
分
寺
を

飾
っ
た
と
思
わ
れ
る
軒
先
瓦（
表
紙
参
照
）

が
出
土
し
て
い
ま
す
。荒木田遺跡荒木田遺跡

梯　川梯　川

古府シマ遺跡古府シマ遺跡

南野台遺跡南野台遺跡

石部神社石部神社

堤防からの白山眺望堤防からの白山眺望

平安時代の
礫敷遺構調査地
平安時代の
礫敷遺構調査地

礎石建物礎石建物

▶
境
内
遺
跡
の
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
ま
た
、梯
川
の
水
運
と
白
山
景
観
、国
府

所
在
地
を
体
感
で
き
る
歴
史
公
園
を
、石
部

神
社
及
び
周
辺
に
整
備
し
ま
す
。

　
河
田
山
と
府
南
山
の
国
府
エ
リ
ア
、そ
し

て
安
宅
ま
で
を
広
域
で
結
ぶ
歴
史
回
廊
づ

く
り
を
今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

10月には石部神社に隣接して（仮称）府南山歴史公園が完成予定！

　
加
賀
国
府
推
定
地
を
一
望
で
き
る
河
田

山
古
墳
群
史
跡
資
料
館
と
古
墳
公
園
は
、古

墳
の
調
査
成
果
を
紹
介
す
る
施
設
と
し
て

平
成
４
年
に
開
館
し
ま
し
た
。加
賀
立
国
１

２
０
０
年
を
機
に
、弥
生
時
代
か
ら
加
賀
国

府
誕
生
、そ
し
て
源
平
争
乱
の
時
代
ま
で
の

歴
史
物
語
を
学
ぶ
拠
点
と
し
て
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【タチ】【タチ】

【フナンヤマ】【フナンヤマ】

【ミナミノ】【ミナミノ】

白　山白　山

白山中宮八院白山中宮八院

mini歴史公園mini歴史公園

　
古
代
の
加
賀
国
は
、現
在
の
か
ほ

く
市
と
津
幡
町
の
大
海
川
以
南
か

ら
加
賀
市
ま
で
の
、７
市
３
町
に
ま

た
が
る
地
域
で
し
た
。明
治
時
代
に

県
政
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、こ
の
地

域
は
加
賀
国
と
呼
ば
れ
ま
す
。

「
加
賀
国
」っ
て
何
？

「
国
府
」っ
て
何
？

　
古
代
の
国
に
は
、国
を
治
め
る
役

所
と
し
て
国
府
が
置
か
れ
ま
し
た
。

中
央
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
が

政
治
を
行
う「
国
庁
」を
は
じ
め
、仏

教
で
国
の
安
泰
を
願
う「
国
分
寺
」、

国
の
神
々
を
集
め
た「
総
社
」が
置
か

れ
、政
治
・
経
済
・
文
化
・
信
仰
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

国
府
誕
生
が
小
松
を

　
　
　
　
　
歴
史
物
語
の
舞
台
に

　
小
松
に
国
府
が
置
か
れ
政
治
・
経
済
・

文
化
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
で
、様
々
な
歴

史
物
語
が
誕
生
し
ま
し
た
。平
清
盛
の
寵
愛

を
受
け
た
白
拍
子
・
仏
御
前
の
物
語
を
は

じ
め
、加
賀
の
白
山
信
仰
勢
力
と
加
賀
国
司

と
が
対
立
し
た
涌
泉
寺
事
件
、木
曽
義
仲
に

対
峙
し
た
斎
藤
別
当
実
盛
の
武
勇
伝
、安
宅

の
関
の
勧
進
帳
の
物
語
な
ど
、小
松
を
舞
台

に
し
た
物
語
が
能
や
歌
舞
伎
と
し
て
現
代

に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

加賀国加賀国

石部神社石部神社
加賀国府推定地加賀国府推定地

白山白山

十九堂山遺跡十九堂山遺跡

梯川梯川

河田山古墳公園河田山古墳公園

古府町古府町

（加賀国総社「府南社」推定地）（加賀国総社「府南社」推定地）

（加賀国分寺推定地）（加賀国分寺推定地）
古府シマ遺跡古府シマ遺跡

▶
石
部
神
社

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
は

お
祝
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、様
々
な
関
連
企
画

が
目
白
押
し
！
詳
細
は
開
催
日
時
が
近
づ

い
た
頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
　
加
賀
国
府
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
刊
行

　
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
で
分
か
り
や
す
く
解

説
し
た
、加
賀
国
府
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

７
月
　
河
田
山
古
墳
群
史
跡
資
料
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
開
館
記
念
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

や
、記
念
展
の
開
催
を
予
定

９
月
頃
　
加
賀
立
国
１
２
０
０
年
記
念

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

　
加
賀
立
国
１
２
０
０
年
を
広
く
市
民
へ

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

10
月
　（
仮
称
）府
南
山
歴
史
公
園
完
成

　
完
成
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定

10
月
14
日
〜
11
月
26
日

特
別
展「
加
賀
国
府
誕
生
の
地
を
探
る
」

　
関
連
企
画
と
し
て
加
賀
国
府
ゆ
か
り
の

地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催

10
月
21
日
・
22
日

全
国
国
府
サ
ミ
ッ
ト
in
小
松

　
全
国
の
国
府
所
在
地
首
長
が
交
流
す
る

ほ
か
、古
代
加
賀
国
と
国
府
の
魅
力
を
発
信

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
！

お
お  

み  

が
わ

ゆ
う
せ
ん 

じ

か
　
が
の
く
に

こ
う 

だ

や
ま

ふ
　な
ん 

や
ま

ふ  

な
ん
し
ゃ

し
ら
び
ょ
う
し

い
そ  

べ

れ
き 

じ
き

ち
ょ
う
あ
い

こ
　
う

②銅製分銅
（石川県埋蔵文化財センター提供)

①礫敷遺構　石や土器片が
丁寧に敷き詰めてある

教
え
て
！

教
え
て
！

わ
くわ
く
！

河田山古墳群史跡資料館は加賀国府を体感する
　　　　　　　　　　　施設としてリニューアル！
河田山古墳群史跡資料館は加賀国府を体感する
　　　　　　　　　　　施設としてリニューアル！
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